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多くの方々に支えられ、感謝 
あっという間に１学期もあと12日の登校を残すばかりとなりました。 

多くの方々のご協力により実り多い学習・体験をさせていただいております。大変ありがとうご

ざいます。お世話くださった方々から「目を見開いて聞いていましたよ」「たくさん質問してくれま

した」「楽しそうに（活動）していました」など、嬉しい声をうかがうと子ども達がその方々の思い

をしっかりと受け止めてくれていると思いました。 

唐津市でも今年度から夏休みの一斉登校がなくなり、３週間後から長い長い夏休みに入りますが、

ご家庭だけでなく地域にも育てられていると感じながら充実した日々を過ごしてくれればと切に

願います。 

 

水の事故、十二分に注意 
実は私は体育の教員です。ここ数年思っているのですが、泳ぐことができない子がとても増えて

いると感じています。鏡山の子は、顔を水に浸けることに抵抗は感じていないようではありますが

「泳ぐ」というより水上であがいている感を受けます。 

先月は本市でとても痛ましい事故がありました。生活指導主任が耳にタコができるほど川や水路

に近づかないように注意喚起をしていますが、全国的にみると悲しいニュースが止みません。 

たとえ泳げるとしても、油断は大敵。自然はそう優しいものではありません。 

ＡＩに尋ねたところ、 

子どもや意識のない人は、わずか２〜３cm程度の浅い水でも顔や口鼻が覆われれば溺れる可

能性があり、幼児用プールや浴槽など水深10〜20cmでも死亡事故が起きています。大人でも足

がつかない深さや流れがある場所では急に立てなくなり身長程度の水深で命の危険があります。 

と出ました。 

梅雨が明ければ一気に暑くなります。すでに今年も猛暑の心配が叫ばれています。大切な命を守

るために、今一度ご家庭でも話し合われていただきますようお願いいたします。 

 

家庭における対話 
先週、低・中・高学年別に情報モラルの学習を行いました。その中で、「子どもでも加害者になり

うる」ことを話しました。※昨年架空の女性を装って30人以上から500万以上だまし取ったと逮捕された高校１年

生は、「中学１年のころから詐欺を始めた」と供述したという報道がありました。 

子ども達にも話したのですが、大事なことは３つ。情報機器を使うルールを決める、相手を思い

やる気持ちをもつ、そして、普段からおうちの方と話をする。 

長い休みにも入りますし、何か起こってからではなく、お子さんの成長を確認するためにも、た

まにはデジタルデトックスし、フェイストゥフェイスでお話されてみてはいかがでしょう。 

 

〈二学期行事予定〉 


